
第９表 食に関する指導について

（１）食に関する学習ノート「いきいきちばっ子」の活用状況
平成２１年５月１日現在

授業で１度でも活 授業以外で１度で 課題や宿題で１度

用したことがある も活用したことが でも活用したこと

学校数 ある学校数 がある学校数

小学校 ８６．９％ ４７．９％ ２９．３％

特別支援学校小学部 ３７．９％ ２４．１％ １０．３％

合計 ８５．２％ ４７．１％ ５．８％

（注）

１ 平成２０年度活用状況(平成２１年５月１日現在調べ)である。

２ 重複回答可である。

３ 授業以外とは、「給食時の指導」「保護者会」等での学校で活用のことである。

４ 課題、宿題は、長期休業中を含む。

５ 食に関する学習ノート「いきいきちばっ子」は、県内の全 1,3,5年生に配布してある。

（２）食に関する授業の実施状況 平成２１年５月１日現在

内容 担任だけで授業 担任と栄養教諭 学校栄養職員が 地域の食の専門

を実施 又は学校栄養職 特別非常勤講師 家の協力を得て

員とのＴＴで授 として授業を実 授業を実施

校種 業を実施 施

小学校 ７１．４％ ６７．０％ ２６．６％ ２５．４％

中学校 ３７．３％ ３０．３％ １６．４％ １３．３％

公立特別支援学校 ５０．０％ ４３．８％ ２５．０％ ３．１％

県立夜間定時制高校 １７．６％ １７．６％ ２３．５％ ０．０％

合 計 ６０．１％ ５４．７％ ２３．５％ ２０．９％



内容 地場産の食材を 地域の伝統料理 生活科・家庭科 保護者が参加し

活用した授業の や行事にちなん 以外で体験活動 た食に関する授

実施 だ料理を活用し を伴う授業の実 業の実施

校種 た授業の実施 施

小学校 ５５．０％ ３８．３％ ６２．６％ ３７．８％

中学校 ２７．４％ ２６．６％ ２０．４％ ９．１％

公立特別支援学校 １５．６％ １８．８％ ４３．８％ １８．８％

県立夜間定時制高校 １１．８％ １１．８％ ５．９％ ０．０％

合 計 ４５．２％ ３４．０％ ４８．７ ２８．２％

（注）

１ 学校数ベースで割合を算出している。

２ 重複回答可である。

３ 地域の食の専門家とは、生産者や料理、栄養等に精通した人のことである。

４ 体験活動とは、農作物の栽培、食品の加工、調理等をさす。

（３）食に関する指導推進のための体制作り状況 平成２１年５月１日現在

「食に関する指導全 「食に関する指導年間 近隣の学校や地域の保

体計画」を作成して 計画」を作成してある 健センター、公民館等

ある との食に関する連絡協

議会等がある

小学校 ５９．６％ ５９．９％ ２６．０％

中学校 ４０．２％ ４２．０％ ９．７％

公立特別支援学校 ５６．３％ ６８．８％ ９．４％

県立夜間定時制高校 １７．６％ ４１．２％ ５．９％

合 計 ５３．２％ ５４．５％ ２０．４％

（注）

１ 学校数ベースで割合を算出している。

２ 重複回答可である。



第１０表 学校農園等の設置状況 平成２１年５月１日現在

学校農園が学校内に設置されている 学校農園が学校外に設置されている

畑 水田 畑 水田

100 ㎡ 100 ～ 200 ㎡ 100 ㎡ 100 ～ 200 ㎡ 100 ㎡ 100 ～ 200 ㎡ 100 ㎡ 100 ～ 200 ㎡
未満 200 ㎡ 以上 未満 200 ㎡ 以上 未満 200 ㎡ 以上 未満 200 ㎡ 以上

（単位：%） 未満 未満 未満 未満

小学校 40.7 18.8 12.5 18.8 1.4 0.5 6.2 6.3 9.9 3.8 3.2 8.6

中学校 21.7 3.9 1.6 0.8 0 0.5 1.8 0.8 1.8 0.5 0 0.8

公立特別支援学校 18.8 6.3 12.5 0 0 0 0 0 31.3 0 0 0

合計 34.4 12.3 8.0 11.4 1.0 0.4 4.4 3.9 6.6 2.7 2.0 5.9

（注）

１ 単位：％

２ 重複回答可である。

３ バケツ稲は除く。

４ 借り上げている場合も含む。


